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Nature, life, food culture and early childhood education: 
A lecture note of workshop on nursery teachers in August 










































2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
ジャガイモ 種イモの植え付け 発芽 成長 収穫
サツマイモ ツル（苗）さし 成長 収穫
トマト 苗植え付け 成長 収穫
キュウリ 苗植え付け 成長 収穫
ピーマン 苗植え付け 成長 収穫



















20分間 ２．保育者・教師と栽培活動 2‒1. 栽培活動の工夫
2‒ 2. 保育者・教師の生命観～栽培活動の間引
きに見る大学生の生命観




















　同様に，コマツナ（Brassica rapa var. perviridis），カブ（Brassica rapa），ミズナ
（Brassica rapa var. laciniifolia），アブラナ（Brassica rapa），チンゲンサイ（Brassica 
























和名 学名 製品名 生産国 発売元





















ニンジン Daucus carota 三寸人参 ニュージーランド アタリヤ農園

































ミズナ Brassica rapa サラダ京水菜 イタリア 宇都宮農園
シュンギク Glebionis coronaria しゅんぎく デンマーク 清原育種農場



































































































































Inagaki, K. and Hatano, G. (1996) Young children’s recognition of commonalities between animals and plants. 






小林茂樹・大木有子・倉田新・野村明洋 編著（2006）食農保育 たべる たがやす そだてる はぐく
む，174pp.，農文協，東京．
日下正一・長谷川孝子・風間節子（1997）幼児における植物の成長プロセスと生命に関する認識の
変化：エダマメの栽培経験の効果．発達心理学研究，8（3）：195‒205．
森岡次郎（2006）「新優生学」と教育の類縁性と背反─「他者への欲望」という視座─．教育哲学研
究，93：102‒185．
野崎健太郎（2011）植物の成長観察を用いた大学生の科学的素養（科学リテラシー）教育の実践─
保育者および小学校教員養成課程における教科「生活科」での実践事例．椙山女学園大学研究論
集，42（自然科学篇）：27‒33．
野崎健太郎（2012）保育者。小学校教員養成課程の「生活科」授業における生命と食の学び．椙山
女学園大学研究論集，43（自然科学篇）：1‒12．
野崎健太郎（2017）栽培活動の間引きに見る大学生の生命観─教員養成課程の生活科における生命
の学び─．椙山女学園大学研究論集，48（自然科学篇）：37‒46．
小原嘉明（2016）入門！進化生物学─ダーウインから DNAが拓く新世界へ─，中公新書，271pp.，
中央公論新社，東京．
嶋谷円・胡子揚歌・木島温夫（2008）大学・地域連携による小学生の農業体験プログラム─１年間
を通じた活動による環境教育的効果─．環境教育，17（3）：44‒53．
杉浦広幸（2009）保育者養成教育での園芸・農業の授業への学生の取り組みと評価．園芸学研究，8
（2）：243‒247．
鈴木紀之（2017）すごい進化─「一見すると不合理」の謎を解く─．中公新書，245pp.，中央公論
新社，東京．
田尻由美子・無藤隆 編著（2006）子どもと環境─基本と実践事例─，同文書院，205pp.，東京．
外山紀子（2009）作物栽培の実践と植物に関する幼児の生物学的理解．教育心理学研究，57：491‒
502．
268
野崎健太郎／環境・生命・食と幼児教育
山野井貴浩・佐倉統・鈴木一臣・武村政春（2011）高校生物Ⅱの授業が進化の理解に及ぼす影響─
現行の学習指導要領に基づく進化教育の課題を探る─．生物教育，52（1・2）：28‒37．
